
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.56 
東庄の 森  だ よ り 

千葉県立東庄県民の森ニュース 令和 6年 4月発行 

 

 

 

* 原産地:中国西北部 

* 開花  4月～5月頃 

* 花経 10～25㎝位 

* 草丈 100～150㎝ 

* 香り 無臭 

* つぼみ 尖っている   

* 葉の形 切れ込みが

入ってギザギザし

ている 光沢なし 

* 花は花びらが一枚ず

つ一気に落ちる 
 

*原産地:中国 
ｼﾍﾞﾘｱ･ﾓﾝｺﾞﾙ 

* 開花 5月～6月頃 

* 花径 10～20㎝位 

* 草丈 60㎝ 

* 香り 芳香 

* つぼみ 丸形 

* 葉の形 全体に丸みが

ある 光沢あり 
* 花は花の頭ごと落ちる 

* 和芍薬と洋芍薬がある 

＝落葉低木＝ 

ボタン 
(牡丹) 

ﾎﾞﾀﾝ科ﾎﾞﾀﾝ属 

 

＝多年草＝ 

シャクヤク 
(芍薬) 

ﾎﾞﾀﾝ科ﾎﾞﾀﾝ属 

 

 

発行・編集 千葉県立東庄県民の森管理事務所 
                （指定管理者 千葉県森林組合連合会） 

千葉県香取郡東庄町小南 639  

 TEL：0478-87-0393  

休園日/年中無休   開園時間/9:00～17:00   

 

古くから芍薬も牡丹も、根を生薬として利用さ

れていた(芍薬甘草湯・当帰芍薬散・葛根湯など) 

ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ 

マメ科の植物は根

に根粒菌を寄生さ

せている。この菌は

植物にとって大切

な栄養素である窒

素を固定させるの

で土壌が肥沃にな

るため、根まで抜

かずに取るか、抜

いたものを土に漉

き込んでも。 

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ 

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ科の多年草

で独特な匂いで、抜

いても生えてくるﾄﾞｸ

ﾀﾞﾐは和のﾊｰﾌﾞのひ

とつ。驚異的な生命

力と解毒作用を持つ

と言われ、昔から薬

草として使われた万

能薬草。薬草として

効果が高まる時期は

5月からのようです。 

 

 

ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 

バラ科の多年草

で苺の葉を小ぶ

りにしたような可

愛らしい形で、地

面を這うようにﾗ

ﾝﾅｰを伸ばし生

長するのでｸﾞﾗﾝ

ﾄﾞｶﾊﾞｰにもなり

ます。 

 

新緑や色々な花が咲き春爛漫な季節♪がやって来ました。 
それと同時に、『雑草』に頭を悩まされる人も多いはず。 
そんな厄介者の雑草にも良い雑草(人にとって有益な植物)が。 
今回はそんな雑草を紹介したいと思います。 
 

緑 肥 

ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ 

アヤメ科の一年

草で花が可愛ら

しいことから明治

時代に観賞用と

して日本へ。しか

し外来植物特有

である強い繁殖

力を発揮し現在

では雑草扱いに。 

 

薬 効 観賞価値 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾊﾞｰ 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊7月 14日（日） 

～ブリザーブドフラワーで～ 

「枯れない仏花づくり」 

参加費 

3，500円/個  

10名程度 

 

＊6月 9日（日） 

～ｷｯｽﾞ体験～「ジャガイモ掘り」  

参加費 900円/区画 10組 

 

＊7月 6日（土）・7日（日） 

～自然観察～「ホタルを見に行こう」 

参加費 200円/1人(1歳～) 

各日 15組程度 

＊7月 20日（土）～7月 28日（日） 

～夏休み～「ネイチャークラフト体験」 

参加費 300円～（作品による） 

午前・午後 各 1組/日 

＊6月 22日（土） 

 ～お寺体験～「座禅と写経-1」 

参加費 1，200円/人  15組 

 

 

※写真はｲﾒｰｼﾞです 


